
【メタバース内にロビーウィンドウを生成し、効率よく対話できるようにするアイデア】 

Meta     

 

①要約:  

この発明では、Meta（旧フェイスブック）が提供するテクノロジーを使用したメタバース

の新機能であるロビーウィンドウについて説明されています。ロビーウィンドウは、メタバ

ース内で他のアバターと効率的に対話できるようにするために設計された機能であり、関

連性が強い友人や共同作業が可能なユーザーを特定し、簡単に呼び出すことができます。 

 

②目的:  

ロビーウィンドウの目的は、メタバース内でのコミュニケーションや共同作業をよりスム

ーズかつ効率的に行うための手段を提供することです。従来のメタバースでは、他のアバタ

ーと出会うためには遭遇する必要があり、制約も多かったため、コミュニケーションが円滑

に行われず、効率が低かった状況を改善することを目指しています。 

 

③新規性:  

ロビーウィンドウは、メタバース内に特定の関連性の強いアバターを表示し、ユーザーが簡

単にコミュニケーションや共同作業を開始できるようにする新しい機能です。従来のメタ

バースでは、アバターとの出会いや対話が必然的に偶発的なものであり、効率的にコミュニ

ケーションを行うことが難しかったため、この機能は新規性を持っています。 

 

④独自性:  

メタバース内でのコミュニケーションや共同作業を効率的に行うために、ロビーウィンド

ウは独自のアイデアを提供しています。関連性の強い友人や共同作業が可能なアバターを

特定し、それらのアバターを仮想のロビー空間に表示することで、ユーザーは簡単に相手を

呼び出すことができます。このような機能は他のメタバースや仮想空間にはない独自性を

持っています。 

 

⑤経済価値:  

ロビーウィンドウの導入により、メタバース内でのコミュニケーションや共同作業の効率

が向上するため、経済的な価値が生まれると考えられます。効率の向上により、ビジネスや

プロジェクトの進行がスムーズになり、生産性や効果的なチームワークが促進されること

が期待されます。また、ユーザーにとっての利便性や満足度の向上も経済的な価値となり得

ます。 

  


